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1　は じめ に

　瀛熱環境の 悪化 は熱中症 な どの 鰹康被霧をもたらす．
例 え ば、2013 年 6 月 は全 圏的に 轟温 となり、熱中症 に

よ り4
，
265人 （前年岡月 に比べ て 2．3儕）が救急搬送 さ

れ た （総務省消防庁 2  13）。

　温 熱環 境 を表す 指数 （温熱指数） と して 、国内で は
、

JISや ISO7243の 標準尺 度 で あ り、熱中症患者数 と明

瞭 な相関 を持つ 湿球黒球温麗 （WBGT ｝が 頻繁 に使期

され て い る。例え ば環境省 は、閣内生要鄰市の 気象官署
や全国の ア メダス で観測されたデータ か ら WBGT を算
出し、さらに は WBGT の 短時間予 測を行い 、こ の 結果

を熱中症予報憐轅と して ホーム ペ ージで 公翻 して い る．
しか しながら、オープン ス ペ ー

ス （気象嘗署や ア メ ダ
ス ）で算出・推定され た WI3GT は、人々 の 生活空聞で あ

る都市街区晦にお ける WBGT とは 異な る と考え られ、
人 々 の 実感 に 合 い に くい とい う間題 が あ る。こ の 問題

を解決す るた め、環境省は今年度か ら 「生活 の 場 に お け

る 暑 さ指数」 と して
、 都市街環内で 測定 され た WBGT

を参考値 と して 提供 して い るが、街区 内の WBGT の 実

態 を把握す るた め に は 、 さ らなる調査 が必 要 で あ る 。

　近年 、 WBGT は 、 短時閥で の熱中症危険度予測だけ

で は なく、数十年後 の 将来予測 ・
人間健康へ の 影響評価

研究 に も使用され て い る。 例えば Kusa訟，et　a1．（2012，
JMSJ ｝は、東京 ・名古屋

・
火阪の 気象台 に おける 2070

年代の WBGT の 将来予測筴験 を行 っ て い る。しか しな

が ら、 予測 され た WBGT は気象台 （オ
ー

プン ス ペ ー
ス ）

に お け る結果 で ある。より入々 の 実感に 合 っ た健康影

響評価 を行うた め に は、人 々 の 生 活空間 で あ る都市街区

内に お け る温熱環境の予測が 必 要で ある 。

　都市街区内に お ける温熱環境の 将来予測 。影響評価の

た め に は 、 あ らか じめ 数 値 モ デ ル に よ る都市街区内の 飆

熱環境 の再現糟度を検証して お く必要が あるが 、現状

に お い て、こ の検証は大橋ほか （2elO，日本生気象学会

誌）の 穂 に は ほ とん ど行 わ れて い ない 。
　そ こで本研究 で は、都市街区内に お ける温熱環境 の

将来予測 に向けて 、都市街区環境の 違 い を考慮で き る

都布SU象　・建物 エ ネル ギ
ー
連成数値モ デル （W 駅 F −CM −

BEM ）を用 い て 、2007 年 8 月 に 大阪市街区内で 観灑

され た WBGT の 再現実験を実旛 し、　 WBGT に 対す る

WRF −C贓一BE 黶 の 精度検証を行 う。

3 数麺 シミ ュ レーシ ョ ン の 計算設定

　本研究で は 、 都市街区環境の 違い を考慮で き る数値モ

デル と して、WRF −CM −BEM を使用する。この モ デル

は、領域気象モ デル WRF （Skamarock　et　a1．2008）に、
多層都市キ ャ ノ ピー

モ デ ル （CM 、　Kondo 　et 　al．2005，
BLM ）と、ビ ル エ ネ ル ギ

ー
モ デル （BEM 、　Kikegawa 　et

aL 　2 03
，
　AE ）を結合させ た モ デ ル で あ る （図 1）。　 CM

と BEM の 結合 に よ り、人工 排熱を介 した都市気象 と

建物 エ ネ ル ギ
ー

需要 の 相薫作用を衰現す る こ とが で き

る。また、CM とBEM を綴1合させ た C贓一BEM を WRF
モ デル と綜合す る こ とに より、建物内外の 人閥活動を

考慮 した屋外空間 の気象計算が可能 とな る。CM 詔 EM
は、都 市格子 の 陸漁過 程 を 計舞す る サ ブモ デ ル と して

WRF モ デル に双 方向接続 して あ る。　WBGT の 算出に

必要な 黒 球温 度 は、黒 球 の 熱平衡式 （大橋 ほ か 2010
， 日

本生 気 象学 会誌） を解 くこ とに よ っ て 求 め る 。 表 1 に、
WRF −CM −3EM を用 い て行 う計算の 概要 を ま とめ た。
　観測された WBGT に対す る WRF −CM −BEM の 精度

検証の 結果 は 紙面 の 都舎上、学会 で 紹介 す る。
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2 観測概要

図 1： WRF −CM −B2M の概略図 （Kikegawa　et 　aユ．2013
よ ll）．

表 1： 計算設定．

領域 1

対象領域

水平解像 度 （m ）

積分時 間

初期値 ・境界値

土地利用

大阪 平 野全域

5062007

年 8 月　1　日 9 時〜8 月　15Eヨ9 時

JMA −MSM ，　FNL ，　RTG −SST
国土数値情報

　2007 年 8月 6 日か ら8 月 14 日に
、 大阪市内の オ フ ィ

ス 街区 ・簡業街区 ・住宅街区 ・大規模 公 園 に お い て h 気

撮 （乾球温度）曾湿球温漫 黒゚球瀝度 の観灘 を実旛 した ．

これ らの混度の湖定 に は 、 サーミス タ温度謙 （お ん ど と

りJr．）を使用 した 。 また、大阪市浪速匿に ある NTT 浪

速 ビル の 鉄塔の地上高 57m お よ び 84　m にお い て、気

温、灑度、風向風速 を 10分 ご と に観測 した 。

　 ヒ聽の 観測データを、WRIF −CM −BEM に よ る各気象

要素の 射釁結果 の 検証用 データ と して 使用 す る 。
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